
「
人
口
減
少
社
会
」
と
横
浜

い
ま
だ
増
え
続
け
る
横
浜
市
の
人
口

　
横
浜
市
の
人
口
が
、
戦
後
に
大
き
く
増
加
し
た
の

は
、
高
度
経
済
成
長
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
年
間

1
0
万
人
前
後
の
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

６
万
人
以
上
が
社
会
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
7
2
（
昭
和
4
7
）
年
、
社
会
増
は
３
万
５
千
人
に
急

減
し
、
自
然
増
加
数
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
。
以
降
、

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
含
む
お
よ
そ
1
0
年
間
の
人
口

増
は
、
自
然
増
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
伸
び
は

緩
や
か
に
な
っ
て
い
く
。
［
図
１
］
8
0
年
代
に
入
る
と
一
転

し
て
、
社
会
増
加
数
が
増
え
始
め
、
再
び
、
自
然
増
よ

り
多
く
な
る
。
8
5
（
昭
和
6
0
）
年
に
は
人
口
は
３
０
０

万
人
に
達
し
、
時
代
は
バ
ブ
ル
期
へ
と
突
入
す
る
。

　
バ
ブ
ル
景
気
に
お
け
る
地
価
の
高
騰
が
地
価
の
よ

り
安
い
場
所
へ
と
人
を
向
か
わ
せ
た
結
果
、
東
京
圏
全

体
で
人
口
が
郊
外
へ
と
向
か
い
、
東
京
都
で
は
人
口
自

体
が
減
少
し
た
。
横
浜
市
で
は
人
口
は
増
加
し
て
い
た

も
の
の
、
8
7
（
昭
和
6
2
）
年
を
ピ
ー
ク
に
社
会
増
加
数

は
減
少
に
転
じ
た
。
や
が
て
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
地
価

は
下
落
し
た
が
、
転
出
数
の
増
加
、
転
人
数
の
減
少
が

続
い
て
い
た
た
め
、
社
会
増
加
数
は
再
び
自
然
増
加
数

よ
り
少
な
く
な
る
。
つ
い
に
は
9
4
（
平
成
６
）
、
9
5
（
平

成
７
）
年
に
、
戦
後
初
め
て
社
会
減
（
転
出
超
過
）
の
期

間
と
な
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
後
、
都
心
回
帰
傾
向
と
な
り
社
会
増
加
数
は

回
復
、
0
0
年
代
に
入
っ
て
今
一
度
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、

現
在
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
自
然
増
加

数
も
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
以
降
減
少
を

続
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
１
１
（
平
成
2
3
）
年
に
は
、
人
口
増
加
数
は
２
，

２
１
８
人
と
、
戦
後
最
も
少
な
い
増
加
数
と
な
っ
た
。

転
入
・
転
出
が
と
も
に
減
少
し
流
動
性
が
低
く
な
る

中
、
転
出
数
の
減
少
よ
り
も
転
人
数
の
減
少
が
大
き

い
こ
と
に
よ
り
転
出
超
過
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
0
8

（
平
成
2
0
）
年
に
約
１
万
６
千
人
で
あ
っ
た
社
会
移
動

に
よ
る
人
口
増
加
数
は
１
１
（
平
成
2
3
）
年
に
は
マ
イ
ナ
ス

５
９
０
人
と
な
り
、
実
に
1
6
年
ぶ
り
に
社
会
減
と
な
っ

た
。
た
だ
し
、
１
１
（
平
成
2
3
）
年
は
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
っ
た
年
で
あ
り
、
平
年
と
は
異
な
る
要
因
が
働
い

た
可
能
性
は
あ
る
。
事
実
、
翌
1
2
（
平
成
2
4
）
年
は
約

３
千
３
百
人
の
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
1
0

（
平
成
2
2
）
年
国
勢
調
査
を
基
準
と
し
た
将
来
人
口

推
計
で
は
、
1
9
（
平
成
3
1
）
年
が
人
口
の
ピ
ー
ク
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
自
然
減
（
死
亡

数
が
出
生
数
を
上
回
る
こ
と
に
よ
る
減
少
）
も
含

め
、
人
口
減
少
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

横浜市の人口と人口動態の推移
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ま
だ
ら
模
様
に
訪
れ
る
人
口
減
少
社
会

　
横
浜
市
全
体
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
と
は
い

え
、
そ
の
状
況
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　
区
別
に
み
る
と
、
0
5
（
平
成
1
7
）
年
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年

の
国
勢
調
査
結
果
に
お
け
る
人
口
増
加
は
、
鶴
見
区
、

港
北
区
、
緑
区
、
青
葉
区
、
都
筑
区
と
い
っ
た
市
の
北

部
に
位
置
す
る
区
や
、
市
の
都
心
部
、
横
浜
駅
周
辺
に

近
い
西
区
、
中
区
、
神
奈
川
区
、
そ
し
て
戸
塚
区
で
増

加
し
た
。
一
方
、
南
区
、
港
南
区
、
磯
子
区
、
金
沢
区
、
瀬

谷
区
な
ど
、
市
の
南
部
、
西
部
に
あ
る
区
で
は
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
区
の
ほ
と
ん
ど
が
社
会
減
に
よ
る

人
口
減
少
で
あ
る
が
、
南
区
で
は
自
然
減
に
よ
る
も
の

で
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
メ
ッ
シ
ュ
別
に
人
口
増
減
を
み
て
み
る
と
、

地
域
の
動
向
か
よ
り
鮮
明
に
な
る
。

　
7
5
～
8
0
（
昭
和
5
0
～
5
5
）
年
に
か
け
て
の
５
年
間

人□の変遷

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

は
、
港
南
区
や
栄
区
な
ど
市
南
部
の
郊
外
と
青
葉
区

（
当
時
は
緑
区
）
の
田
園
都
市
線
沿
線
に
お
い
て
ま
と

ま
っ
て
人
口
増
加
し
て
い
る
地
域
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
、

鶴
見
区
、
金
沢
区
、
西
区
、
中
区
、
南
区
、
保
土
ヶ
谷
区
、

磯
子
区
な
ど
、
比
較
的
広
範
な
エ
リ
ア
に
減
少
し
て

い
る
地
域
が
集
中
し
て
い
る
。

　
8
5
～
9
0
（
昭
和
6
0
～
平
成
２
）
年
に
は
、
南
西
部
で

の
増
加
が
落
ち
着
き
を
み
せ
、
都
筑
区
の
ほ
か
鶴
見

区
、
西
区
、
中
区
な
ど
に
も
増
加
地
域
が
現
れ
て
い

る
。
ま
た
、
減
少
地
域
が
大
き
な
ま
と
ま
り
と
し
て
集

中
し
て
い
る
地
域
は
目
立
た
な
く
な
っ
た
。

　
0
5
～
1
0
（
平
成
1
7
～
2
2
）
年
で
は
、
鉄
道
駅
周
辺
、

特
に
横
浜
駅
周
辺
・
横
浜
都
心
臨
海
部
で
人
口
増
が

確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
で
は
局
所
的

に
増
加
、
あ
る
い
は
減
少
地
域
が
散
在
し
て
い
る
。
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
エ
リ
ア
と
し
て
の
傾
向
を
示
す
と

こ
ろ
は
少
な
く
、
市
域
一
帯
に
増
加
地
域
と
減
少
地
域

が
混
在
す
る
。
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進
む
高
齢
化
と

生
産
年
齢
人
□
の
減
少

　
人
口
を
年
齢
別
に
み
て
み
る
と
、
6
5
歳
以
上
人
口

が
数
・
率
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年
国

勢
調
査
で
は
、
高
齢
化
率
は
2
0
％
を
超
え
た
。
さ
ら

に
、
高
齢
者
の
中
で
も
よ
り
高
齢
な
人
の
割
合
が
増

加
、
区
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
の
う
ち
7
5
歳
以
上
の
割
合

が
ほ
ぼ
５
割
を
占
め
る
区
も
あ
り
、
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
、
1
5
歳
未
満
の
年
少
人
口
は
減
少
、
1
5
～
6
4
歳

の
生
産
年
齢
人
口
は
、
比
率
で
は
0
0
（
平
成
1
2
）
年
か

250ｍメッシュ別高齢化率(２０１０年[平成22年］）

ら
、
実
数
で
は
0
5
（
平
成
1
7
）
年
か
ら
減
少
し
て
お
り
。

1
0
（
平
成
2
2
）
年
は
6
6
・
６
％
で
あ
る
。
将
来
人
口
推
計

に
お
い
て
も
、
こ
の
傾
向
は
中
長
期
的
に
続
く
見
込
み

で
あ
り
、
例
え
ば
3
5
（
平
成
4
7
）
年
に
は
、
生
産
年
齢
人

口
の
比
率
は
６
割
を
下
回
り
、
高
齢
化
率
は
3
0
％
を
超

え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
7
5
歳
以
上
の
割
合
も
、
お

よ
そ
1
7
％
と
な
り
、
０
～
1
4
歳
の
割
合
を
も
超
え
る
。

生
産
年
齢
の
核
と
な
る
世
代
の
流
出

　
生
産
年
齢
人
口
に
あ
た
る
1
5
～
6
4
歳
は
、
入
学
や

就
職
、
転
勤
、
結
婚
、
不
動
産
の
購
入
な
ど
で
転
出
入

年齢３区分別人口の推移

の
多
い
年
齢
層
で
あ
り
、
こ
の
層
の
減
少
は
主
に
社
会

移
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
年
齢
別
に
社
会
増
減
の
推
移
を
み
て
み
る
と
［
図

４
］
、
特
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
核
と
な
る
2
0
歳
代
後
半

か
ら
4
0
歳
代
前
半
の
世
代
で
社
会
増
加
数
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
齢
層
は
、
新

た
に
家
族
を
形
成
す
る
層
で
も
あ
り
、
そ
の
減
少
は
、

世
代
再
生
産
が
先
細
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
後

の
人
口
全
体
の
減
少
を
加
速
さ
せ
る
可
能
性
も
あ

る
の
だ
。

年齢別社会増加数の推移
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変
容
す
る
家
族
の
あ
り
方

増
加
す
る
単
独
世
帯

～
高
齢
者
は
1
3
万
人
超

　
　
1
0
（
平
成
2
2
）
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
「
夫
婦
と

子
供
か
ら
成
る
世
帯
」
は
お
よ
そ
5
0
万
世
帯
で
3
1
・

７
％
、
「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」
は
お
よ
そ
3
2
万
世
帯
、

2
0
・
４
％
で
、
い
ず
れ
も
一
般
世
帯
に
占
め
る
割
合
は

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
男
親
あ
る
い
は
女
親

と
子
供
の
世
帯
は
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
を
合
わ
せ
た
「
核
家
族
」
の
割
合
は
、
減
少
が
続
い
て
い
る
。

　
一
方
で
、
単
独
世
帯
数
は
大
き
く
増
加
し
て
お
よ
そ

5
3
万
世
帯
と
な
り
、
そ
の
割
合
も
3
3
・
８
％
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
「
標
準
的
」
と
言
わ
れ
た
「
夫
婦
と
子
供
か

ら
成
る
世
帯
」
を
抜
い
て
、
「
単
独
世
帯
」
が
最
も
多
い

世
帯
類
型
と
な
っ
た
の
だ
。
［
図
１
］

　
単
独
世
帯
数
を
年
齢
別
に
み
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
全

て
の
年
代
で
増
え
て
い
る
。
特
に
、
6
5
歳
以
上
の
高
齢

者
で
は
、
単
独
世
帯
数
が
8
5
（
昭
和
6
0
）
年
の
約
２
万

世
帯
か
ら
1
3
万
２
千
世
帯
に
増
加
、
0
5
（
平
成
1
7
）
年

か
ら
の
５
年
間
に
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
5
歳
以
上
の
人
口
の
う
ち
単
独
世
帯
で
あ

る
人
の
割
合
は
、
8
5
（
昭
和
6
0
）
年
の
９
％
か
ら
1
0
（
平

成
2
2
）
年
に
は
1
8
％
に
ま
で
増
加
、
さ
ら
に
7
5
歳
以
上
で

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

は
９
％
か
ら
2
1
％
と
、
人
口
の
増
加
を
上
回
る
勢
い
で

上
昇
し
て
い
る
。

縮
小
を
続
け
る
世
帯

　
人
口
同
様
、
世
帯
数
も
増
加
傾
向
が
続
き
、
1
3
（
平

成
2
5
）
年
１
月
現
在
お
よ
そ
１
６
０
万
７
千
世
帯
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
の
伸
び
以
上
に
増
加
し
て
お
り
、

Ｉ
世
帯
当
た
り
人
員
は
減
少
、
世
帯
規
模
は
縮
小
し

て
い
る
。
世
帯
人
員
は
、
1
9
5
0
年
代
後
半
（
昭
和
3
0
年

代
前
半
）
に
は
４
人
を
超
え
て
い
た
が
、
6
2
（
昭
和
3
7
）
年

に
３
人
台
、
8
2
（
昭
和
5
7
）
年
に
は
２
人
台
に
突
入
し
、

1
0
（
平
成
９
９
一
）
年
に
は
、
２
・
３
１
人
と
な
っ
た
。

　
寮
や
病
院
、
社
会
施
設
な
ど
の
世
帯
を
除
い
た
一
般

世
帯
に
つ
い
て
、
世
帯
規
模
の
変
化
を
み
て
み
る
と
、
8
5

（
昭
和
6
0
）
年
に
は
「
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
」
の
よ
う
な

４
人
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
が
最
も
割
合
が
多
く

2
7
％
で
、
５
人
以
上
も
1
3
％
近
く
存
在
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
人
数
の
少
な
い
世
帯
の
割
合
が
増
加
し
、
1
0
（
平

成
2
2
）
年
に
は
１
人
の
世
帯
が
お
よ
そ
3
4
％
、
２
人
の

世
帯
が
2
8
％
と
な
り
、
実
に
６
割
以
上
が
１
人
か
２
人

の
世
帯
な
の
で
あ
る
。
［
図
２
］

家族類型別一般世帯数の割合の推移

011

図１

３



結
婚
や
出
産
に
関
す
る
変
化

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
家
族
形
成
期
に
あ
た
る

3
0
歳
代
後
半
、
4
0
歳
代
の
単
身
者
の
増
加
も
目
立
つ
。

2
0
代
、
3
0
代
の
未
婚
率
を
見
て
み
る
と
、
8
0
（
昭
和
5
5
）

年
は
、
3
0
～
3
4
歳
の
女
性
の
未
婚
率
は
1
0
％
、
男
性
で

は
2
7
％
で
あ
っ
た
が
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年
に
は
女
性
で
3
4
・

６
％
、
男
性
で
4
8
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
［
図
３
］
ま
た
、

生
涯
未
婚
率
も
男
女
と
も
に
上
昇
し
、
1
0
（
平
成
2
2
）

年
に
は
男
性
で
2
1
・
９
％
、
女
性
で
］
１
１
・
１
％
。
す
な
わ

ち
、
5
0
歳
の
時
点
で
男
性
で
は
、
５
人
に
１
人
が
、
女
性

で
も
1
0
人
に
１
人
が
未
婚
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

［
図
４
］
結
婚
に
対
す
る
意
識
の
変
化
に
加
え
、
近
年

は
不
安
定
な
雇
用
や
低
収
入
な
ど
か
ら
結
婚
す
る
こ

と
を
躊
躇
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。

　
世
帯
規
模
の
縮
小
は
、
核
家
族
化
や
単
独
世
帯
の
増
加

だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
少
子
化
も
そ
の
要
因
の
一
つ
だ
。

　
一
人
の
女
性
が
生
涯
何
人
の
子
供
を
産
む
の
か
を

推
計
し
た
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
そ
れ
ま
で
最
低
だ
っ
た

「
ひ
の
え
う
ま
」
の
年
を
下
回
り
「
１
・
5
7
ン
ヨ
ッ
ク
」
と

し
て
少
子
化
か
大
き
く
注
目
を
浴
び
た
9
0
年
当
時
、
横

浜
市
は
す
で
に
１
・
5
7
を
下
回
っ
て
お
り
、
減
少
傾
向

は
0
5
（
平
成
1
7
）
年
ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
上
昇
傾
向

に
転
じ
１
１
（
平
成
2
3
）
年
に
は
１
・
3
0
ま
で
回
復
し
た
も

の
の
、
母
親
と
な
る
女
性
の
人
口
自
体
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
出
生
数
は
引
き
続
き
減
少
傾
向
に

あ
る
。
［
図
５
］
ま
た
、
母
親
の
年
齢
別
出
生
数
の
動
き

を
み
る
と
、
2
0
代
後
半
で
の
出
産
が
大
き
く
減
少
し
、

9
9
（
平
成
１
１
）
年
に
3
0
代
後
半
へ
出
産
年
齢
の
ピ
ー
ク

が
移
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
2
0
代
前
半
の
出
生
数
を
3
0
代
後
半
の
そ
れ
が
上

回
っ
た
。
そ
の
後
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
向
き
に
な

っ
た
こ
ろ
、
3
0
代
前
半
の
出
生
数
は
減
少
を
は
じ
め
、
こ

の
間
増
加
し
て
い
る
の
は
3
0
代
後
半
か
ら
4
0
代
前
半
と

な
っ
て
い
る
。

家
族
に
よ
る
支
え
る
機
能
の
減
退

　
こ
の
よ
う
な
単
独
世
帯
の
増
加
や
世
帯
の
小
規
模

化
は
、
家
計
を
支
え
た
り
、
子
育
て
や
教
育
、
介
護
・

看
病
な
ど
、
こ
れ
ま
で
家
族
に
よ
っ
て
支
え
あ
っ
た
り

分
担
し
た
り
す
る
こ
と
で
担
わ
れ
て
い
た
機
能
を
弱

め
て
し
ま
う
と
い
う
面
を
持
っ
て
い
る
。

　
9
0
年
代
前
半
頃
ま
で
、
夫
婦
や
子
か
ら
な
る
核
家

族
に
お
い
て
は
、
家
事
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
の
家
庭

内
サ
ー
ビ
ス
を
専
業
主
婦
と
し
て
の
女
性
が
担
い
、
男

性
が
終
身
雇
用
制
と
年
功
序
列
の
賃
金
体
系
を
前

提
と
し
た
「
企
業
福
祉
」
に
守
ら
れ
な
が
ら
生
活
費
を

稼
ぐ
、
と
い
う
役
割
分
担
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
家
庭

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
課
題
や
合
意
形

成
、
街
づ
く
り
な
ど
は
、
「
地
域
共
同
体
」
に
代
わ
っ
て
、

住
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
行
政
と
が
分
担
し

つ
つ
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
6
0
年
代
以
前

の
日
本
社
会
に
お
け
る
「
大
家
族
（
血
縁
）
と
地
域
共
同

体
（
地
縁
）
の
相
互
扶
助
」
に
よ
る
第
１
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
解
体
し
て
い
く
中
で
形
成
さ
れ
た
第
２
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
成
長
・
拡
大

期
の
「
核
家
族
と
企
業
福
祉
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
の
三
つ

世帯人員数別世帯数の割合と
20代後半、30代前半の未婚率
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の
支
え
に
よ
り
、
極
端
な
生
活
不
安
や
困
窮
状
態
に
陥

る
こ
と
の
な
い
よ
う
守
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
9
0
年
代
後
半
以
降
、
世
帯
の
小
規
模
化

に
よ
っ
て
家
族
内
の
役
割
分
担
を
前
提
と
し
た
家
族

の
あ
り
方
に
変
化
が
生
じ
た
。
ま
た
、
不
安
定
な
雇
用
や

経
済
環
境
の
激
変
に
よ
り
企
業
福
祉
に
依
っ
て
い
た
部
分

も
縮
小
し
た
。
こ
の
時
期
に
不
安
や
心
配
ご
と
を
抱
え
る

市
民
が
急
増
し
た
の
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
一
緒
に
住
ん
で
い
な
く
と
も
比
較
的
近
く

に
家
族
や
親
類
な
ど
が
い
る
こ
と
で
機
能
を
補
完
で

き
る
こ
と
も
あ
る
。
1
2
（
平
成
2
4
）
年
度
横
浜
市
民
意

識
調
査
に
よ
れ
ば
、
別
居
し
て
い
る
家
族
や
親
族
が
、

自
宅
か
ら
3
0
分
以
内
で
行
き
来
で
き
る
と
こ
ろ
に
住

ん
で
い
る
人
は
お
よ
そ
5
5
％
で
、
う
ち
9
7
％
は
互
い
に

生涯未婚率[横浜市・全国]

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
、
家
を
訪
ね
た
り
す
る
な
ど
何

ら
か
の
つ
き
合
い
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
や
介
護
、

家
事
な
ど
に
も
１
～
２
割
が
か
か
わ
っ
て
お
り
、
近
居

の
家
族
や
親
族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
互
い
に
協
力
や
一
種
の
役
割
分
担
を
し
て
い

る
と
も
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
第
２
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
代
わ
る
新
た
な
対
策
－
例
え

ば
、
支
援
が
必
要
な
人
に
直
接
的
・
個
別
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
問
題
を
解
決
で

き
る
よ
う
、
生
活
の
全
般
に
わ
た
っ
て
当
事
者
に
寄
り

添
う
伴
走
的
な
支
援
に
よ
っ
て
地
域
の
中
で
支
え
あ

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
仕
組
み
－
の
構
築
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

母親年齢別出生数と
合計特殊出生率の推移

近居の家族・親戚
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